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論 文 内 容 の 要 旨 

 

戦後に造林した人工林が伐採時期に達しているにも関わらず，長期的な林業経営が困難となって

いる。伐採し再造林していく持続的な林業経営を促すためにも，植栽から伐採までのうちの約 70%

を占める初期保育費用の削減が重要とされてきた。そのなかでも，年に 1～2 回，植栽後 5～6 年間

継続して実施される雑草木の刈り払い作業（下刈り）が高いコストを占めており，この下刈りコス

トを削減することが課題となっている。これまで，下刈りの回数そのものを削減した場合の植栽木

の生存率や成長，作業コストなどが検討された。しかしながら，具体的に何回下刈りを削減してよ

いのか，さらに少ない下刈り回数の場合ではそれをいつ行うべきか（以下，スケジュール）を検討

した事例はない。そこで本研究では，鹿児島大学農学部附属高隈演習林に設置された下刈り試験地

においてスギ植栽木（以下，スギ）の生存率，同成長および下刈り作業時間の 3 つの観点から，よ

りスギの生存率が高く，成長も良い，作業時間の短くなる最適な下刈り回数およびスケジュールを

検討した。 

 まず，第 2 章で下刈り回数およびスケジュールがスギの枯死率，誤伐率および生存率に与える影

響を検討した。その結果，北向き斜面では下刈り回数が少なくなるほど植栽木の枯死率が高くなっ

た。誤伐率は下刈り回数によらずおおよそ一定であることが分かった。その一方で，南向き斜面で

は枯死率，誤伐率ともに下刈り回数によらず一定であることが分かった。また，いずれの斜面にお

いても植栽直後に下刈りを実施した場合に枯死率，誤伐率が低下していたことから，植栽木の枯死・

誤伐による生存率の低下を防ぐためには植栽直後の下刈りが重要であることが示唆された。  

 第 3 章では，下刈り回数およびスケジュールがスギと雑草木の樹高成長に与える影響を検討した。

統計モデルによるシミュレーションの結果，スギの樹高成長は下刈り回数が 1 回減るごとに約 20%

ずつ低下することが分かった。また，下刈り回数が従来の半分の 3 回の場合に着目すると，植栽後

1，2 年目に下刈りを実施したスケジュールでスギの樹高は高くなり，植栽後 3，4 年目に下刈りを

開始したスケジュールではスギの樹高は低くなっていた。これらのことから，スギの樹高成長の観

点からは植栽後 1，2 年目のより早い段階で下刈りを実施することが重要であることが示唆された。  

 第 4 章では，下刈り回数およびスケジュールが下刈り作業時間に与える影響を検討した。統計モ

デルによるシミュレーションの結果，下刈り作業時間は下刈り回数が 1 回減少するたびに約 6％ず

つ短くなることが分かった。下刈り回数が 3 回の場合に着目すると，連続で下刈りを実施したスケ

ジュールで作業時間は短く，下刈り実施時に 2 年以上の間が開いているスケジュールで作業時間が

長くなる傾向が認められた。このことから，下刈り作業時間の観点からは下刈りを連続で実施する

ことが重要であることが示唆された。 

 第 5 章では，スギの樹高成長および下刈り作業時間の観点から，最適下刈り回数と同スケジュー

ルの検討を行った。特に下刈り回数が従来の半分の 3 回の場合に着目すると，植栽後より早い段階

で下刈りを開始するスケジュールおよび連続で下刈りを実施するスケジュール（1,2,3 年目実施，



1,2,4 年目実施など）が最適であることが示唆された。 

 最後に，第 6 章では，2～5 章の結果を用いて下刈り終了基準の見直しを行い，従来用いられてい

た下刈り終了基準を用いた場合，スギが雑草木に追いつかれ，スギの成長低下が起こる可能性が考

えられた。このことから，下刈り終了後のスギと雑草木の成長を考慮した上で下刈り終了基準につ

いて解析を行った結果，スギが雑草木に追いつかれないためには，スギの樹高は 2m 以上，なおか

つスギに対する雑草木の樹高が 0.3 以下である必要が示唆された。 

 以上の結果から，スギの生存率が高く，成長も良い，かつ下刈り作業時間が短い最適下刈りスケ

ジュールは，植栽後より早い段階で連続して下刈りを実施する方法であると結論付けた。また，下

刈り終了基準は，スギ樹高が 2.0m 以上，なおかつスギに対する雑草木の樹高が 0.3 以下の条件を

満たす必要があると結論付けた。 


